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■
御
用
市
場
の
町
千
住　

千
住
市
場—

や
っ

ち
ゃ
ば—

は
江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
を
誇

る
。
そ
の
歴
史
を
物
語
る
資
料
の
一
つ
に

享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
の
「
千
住
掃

部
宿
市
場
請
書
」
が
あ
る
。
幕
府
の
御
用

市
場
と
な
っ
た
と
き
の
古
文
書
で
あ
る
。

石
出
家
（
千
住
仲
町
）
寄
贈
の
石
出
家
資

料
中
の
「
旧
書
留
」
に
そ
の
記
載
が
見
出

さ
れ
た
。

　

傍
線
部
分
に
「
む
か
し
の
こ
と
は
判
ら

　
　
　
　
差
上
申
一
札
之
事

足
立
郡
千
住
掃
部
宿
市
場
之
儀
、
旧
来
不

相
知
候
得
共
、
往
古
よ
り
御
用
等
も
相
勤
、

右
市
場
之
助
力
を
以
、
是
迄
相
続
仕
候
ニ

付
、
願
之
通
、
川
魚
前
さ
い
米
穀
定
市
場

被
　
仰
付
難
有
仕
合
奉
存
候
、
向
後
、
御

用
之
節
ハ
無
滞
相
勤
可
申
旨
、
被
仰
付
奉

畏
候
、
右
御
請
証
文
、
差
上
申
処
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
足
立
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
住
掃
部
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
魚
問
屋

　
享
保
廿
卯
年
三
月
　
惣
代
　
伝
　
　
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
さ
い
問
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
代
　
市
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
穀
問
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
代
　
平
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
代
　
庄
左
衛
門

　
　
御
代
官
様

　
　
　
　
伊
奈
半
左
衛
門
様
也

な
い
が
、
古
く
か
ら
御
用
も
つ
と
め
て
い

た
」
と
延
べ
、
川
魚
、
前
栽
（
青
果
）
、
米

穀
の
三
問
屋
が
御
用
市
場
と
な
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
今
か
ら
二

八
〇
年
前
、
千
住
は
江
戸
城
を
支
え
る
市

場
の
町
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

■
七
八
年
ぶ
り
の
確
認　

こ
の
千
住
の
や

っ
ち
ゃ
ば
の
成
り
立
ち
を
示
す
古
文
書
は
、

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
に
当
時
の
経

済
史
学
者
で
あ
っ
た
鈴
木
直
二
が
そ
の
著

書
『
徳
川
時
代
の
米
穀
流
通
組
織
』
に
紹

介
し
て
以
来
、
長
く
実
物
資
料
を
実
見
す

る
機
会
は
失
わ
れ
て
い
た
。

　

今
回
、
紹
介
し
た
資
料
は
、
古
文
書
整

理
中
に
見
出
さ
れ
た
小
横
帳
（
小
さ
な
手

控
え
帳
簿
）
で
あ
る
「
旧
書
留
」
二
冊
の

う
ち
の
一
冊
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。
一
冊

目
の
「
旧
書
留
」
は
古
記
録
を
筆
写
し
た

帳
簿
で
他
の
収
載
文
書
か
ら
寛
政
元
（
一

七
八
九
）
年
頃
の
成
立
と
推
定
で
き
る
。

も
う
一
冊
の
「
旧
書
留
」
に
は
同
請
書
前

後
の
記
録
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

■
千
住
宿
の
好
記
録　

二
冊
の
「
旧
記
留
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
は
、
千
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿
の
さ
ま
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
な
事
象
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
録
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
る
。
御
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
場
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
の
正
徳
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
七
一
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
か
ら
川
魚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
「
活
鮒
御

　もくじ　　古記録と地域美術資料　　　　次回企画展・出展品紹介②
　　　　　　新発見の三代歌川豊国筆・肉筆浮世絵　　　3P

1P 2P

享保 20(1735)年　
千住掃部宿市場請書写　
千住の市場が幕府の御用市場と
なったことを示す古文書「旧書留」
（当館蔵・石出家文書）所収

２冊の「旧記留」

古記録と地域美術資料
―千住掃部宿の石出家資料―
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紙
や
公
文
書
と
い
っ
た
文
書
の
書
き
方
に

つ
い
て
記
し
た
も
の
を
紹
介
し
た
い
。

　

我
々
が
手
紙
な
ど
を
書
く
際
に
気
を
つ

け
る
こ
と
は
、
字
を
き
れ
い
に
書
く
こ
と

や
、
決
め
ら
れ
た
書
式
を
ま
も
る
こ
と
な

ど
が
あ
る
だ
ろ
う
。
前
者
に
つ
い
て
は
心

が
け
次
第
で
ど
う
に
か
な
る
が
、
後
者
に

つ
い
て
は
な
か
な
か
難
し
い
。
例
え
ば
、

手
紙
を
書
く
場
合
に
は
、
「
前
略
」
・
「
拝

啓
」
・
「
謹
啓
」
な
ど
の
頭
語
と
、
「
早
々
」
・

「
敬
具
」
・
「
謹
白
」
な
ど
の
結
語
の
対
応

関
係
、
「
早
春
の
候
」
・
「
春
寒
の
候
」
・
「
孟

春
の
候
」
な
ど
の
時
候
の
挨
拶
な
ど
を
適

切
に
使
い
こ
な
す
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
マ
ナ
ー
を
間
違
う
と
、
教
養
の

な
い
人
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ

う
な
ら
な
い
た
め
に
書
店
で
マ
ナ
ー
本
を

用
」
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
寛
保
三
（
一
七

四
三
）
年
に
貫
目
改
所
が
千
住
一
丁
目
に

設
置
さ
れ
た
と
き
の
触
書
な
ど
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
活
鮒
御
用
は
、
こ
れ
ま
で
知

ら
れ
て
い
な
い
川
魚
御
用
の
記
録
で
あ
り
、

貫
目
改
所
の
触
書
も
史
実
と
し
て
は
知
ら

れ
て
い
た
が
、
千
住
の
地
元
資
料
と
し
て

は
初
出
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
千
住
宿
や
千
住

市
場
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
の
好

資
料
と
評
価
で
き
る
。

■
木
挽
町
狩
野
家
の
資
料　

石
出
家
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
資
料
群
の
中
に
は
、
こ
う
し

た
古
文
書
の
ほ
か
、
木
挽
町
狩
野
家
系
統

に
属
す
る
軸
装
絵
画
が
含
ま
れ
て
い
た
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
、
美
術
史
の
専
門

家
に
依
頼
し
評
価
等
を
行
っ
て
い
る
。
右

に
掲
げ
た
狩
野
常
信
筆
「
東
方
朔
図
」
や

絵
師
が
利
用
し
た
粉
本
、
模
本
類
が
確
認

さ
れ
た
。
中
に
は
「
関
屋
里
天
神
」
と
題

さ
れ
た
狩
野
典
信
の
図
も
含
ま
れ
て
い
た
。

狩
野
派
の
絵
師
が
関
屋
天
神
を
描
い
た
事

例
は
、
現
在
ま
で
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
興

ー
娯
楽
・
教
養
・
挿
絵
の
美
ー

版
本
の
世
界

次
回
企
画
展
・
出
展
品
紹
介
②

佐
藤
　
貴
浩

味
深
い
資
料
で
あ
る
。
描
か
れ
た
場
所
は

い
わ
ゆ
る
「
元
天
神
」と
い
う
現
千
住
関
屋

町
に
あ
っ
た
関
屋
天
神
で
あ
る
。
こ
う
し
た

千
住
の
歴
史
と
地
域
の
美
術
資
料
群
に
つ
い

て
、
現
在
新
た
な
確
認
が
続
い
て
い
る
。
折

に
ふ
れ
、
今
後
も
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

　

当
館
で
は
、
四
月
二
十
八
日
か
ら
「
版

本
の
世
界
」
展
を
開
催
す
る
。
前
号
で
は
、

出
展
予
定
の
資
料
二
点
を
紹
介
し
た
。
今

号
で
も
引
き
続
き
資
料
紹
介
を
し
た
い
。

　

版
本
と
は
、
木
版
・
活
版
な
ど
を
用
い

て
印
刷
し
た
も
の
を
い
う
。「
版
本
の
世
界
」

展
で
は
、
版
本
を
中
心
に
展
示
す
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
手
書
き
さ
れ
た

本
、
す
な
わ
ち
写
本
も
展
示
す
る
予
定
で

あ
る
。
今
回
は
そ
の
写
本
の
中
か
ら
、
手

狩野典信　関屋里天神の図

図１　

狩野常信　「東方朔図」
石出家寄贈当館蔵

C

A

B
も
ん
じ
ょ
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二
月
十
日
よ
り
、
郷
土
博
物
館
で
は
役

者
絵
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
浮
世
絵
展

「
歌
川
派
と
歌
舞
伎―

勇
壮
な
る
役
者
絵

の
世
界
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
役
者
絵

の
基
礎
を
構
築
し
た
鳥
居
派
や
勝
川
派
か

ら
、
江
戸
後
期
の
役
者
絵
界
を
席
巻
し
た

初
代
歌
川
豊
国
、
三
代
豊
国
（
国
貞
）
、
国

芳
ら
歌
川
派
絵
師
の
作
品
を
軸
と
し
て
約

六
十
点
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
が
、

博
物
館
の
桜
ま
つ
り
期
間
、
三
月
二
十
八

日
（
土
）
～
四
月
六
日
（
月
）
の
期
間
限
定

で
、
区
内
の
方
よ
り
ご
出
展
頂
い
た
三
代

歌
川
豊
国
の
筆
に
よ
る
新
発
見
の
肉
筆
浮

世
絵
《
足
利
光
氏
図
》
を
展
示
し
ま
す
。

■
肉
筆
浮
世
絵
と
は
　
葛
飾
北
斎
や
歌
川

広
重
と
い
っ
た
「
浮
世
絵
師
」
と
呼
ば
れ

る
専
業
絵
師
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
「
浮
世

絵
」
は
、
絵
師
が
描
い
た
版
下
絵
を
版
画

の
技
法
で
摺
り
あ
げ
る
「
浮
世
絵
版
画
」

と
、
絹
や
紙
と
い
っ
た
媒
体
に
絵
師
が
直

接
描
く
「
肉
筆
浮
世
絵
」
の
二
種
類
に
大

別
で
き
ま
す
。

　

前
者
が
比
較
的
安
価
で
、
大
量
生
産
に

よ
っ
て
不
特
定
多
数
の
購
買
者
に
求
め
ら

れ
た
の
に
対
し
、
後
者
の
肉
筆
浮
世
絵
は
、

ぎ
る
気
も
す
る
が
、
そ
れ
だ
け
書
札
礼
に

対
す
る
意
識
が
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が

言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
書
札
礼
は
、
武
家
に
と
っ
て

は
極
め
て
重
要
な
問
題
で
、
上
杉
謙
信
と

北
条
氏
康
の
間
で
は
、
書
札
礼
を
め
ぐ
る

外
交
問
題
が
起
き
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ

は
、「
殿
」
の
書
き
方
で
み
た
よ
う
に
、
書

札
礼
が
相
手
と
の
上
下
関
係
を
可
視
的
に

表
現
し
て
し
ま
う
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

さ
て
、
舩
津
家
文
書
の
中
に
、
書
札
礼

に
関
す
る
本
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
非
常

に
興
味
深
い
。「
（
書
札
礼
）
」
は
、
お
そ
ら

く
舩
津
家
の
人
間
が
書
写
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、「
（
書
札
礼
）
」
の
内
容
は
、

武
家
文
書
の
書
き
方
に
関
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
一
般
庶
民
に
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を

持
た
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し

た
本
を
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
実
用

性
か
ら
書
写
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し

ろ
教
養
の
一
種
と
し
て
書
写
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
往
来
物
と
呼
ば
れ
る

一
般
庶
民
の
読
み
書
き
に
関
す
る
版
本
が

数
多
く
出
版
さ
れ
て
お
り
、
一
般
庶
民
に

と
っ
て
も
文
書
の
書
き
方
は
重
要
な
関
心

事
と
な
っ
て
い
た
。
武
家
の
書
札
礼
が
書

写
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
延
長
線
上
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
江
戸
時
代
の
多

彩
な
教
養
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

と
と
も
に
、
足
立
の
人
々
の
教
養
の
深
さ

に
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

は
、
図
１
の
中
央
部
に
は
、「
殿
」
の
使
い

方
が
書
い
て
あ
り
、「
上
輩
」（
目
上
）
に
は

Ａ
、
「
中
体
」
（
対
等
な
関
係
）
に
は
Ｂ
、

「
下
輩
」
（
目
下
）
に
は
Ｃ
を
使
う
よ
う
に

と
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
相
手
と
の
身

分
関
係
に
よ
っ
て
、
字
の
書
き
方
を
変
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
図
２
を
み
て
欲
し
い
。
こ
れ
は
相

手
に
贈
る
も
の
を
記
し
た
「
目
録
」
の
書

き
方
で
あ
る
。
冒
頭
に
「
進
上
」「
御
太
刀
」

「
御
馬
」
の
文
字
を
並
べ
て
書
く
こ
と
が
書

い
て
あ
る
。
つ
ま
り
文
字
の
位
置
関
係
を

定
め
て
い
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

文
字
の
間
隔
を
あ
け
る
具
体
的
な
数
値
ま

で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
御
太
刀
」
と
「
以
上
」
の
間
に
引
か
れ
て

い
る
Ｄ
で
囲
っ
た
部
分
に
は
「
此
間
三
寸

六
分
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
少
し
細
か
す

購
入
し
た
人
も
多
い
は
ず
だ
。

　

船
津
家
文
書
の
中
に
、
表
題
が
不
明
の

た
め
旧
家
に
伝
来
し
た
仮
題
で「
（
書
札
礼
）
」

と
名
付
け
ら
れ
た
写
本
が
あ
る
。
書
札
礼

と
は
、
文
書
を
書
く
上
で
の
礼
儀
作
法
の

こ
と
で
、
本
書
は
六
二
頁
に
わ
た
っ
て
、

そ
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
現
代
の

マ
ナ
ー
本
で
あ
る
。

　

図
１
は
、「
（
書
札
礼
）
」
の
最
初
の
頁
で

あ
る
。
こ
こ
に
は
、
織
田
信
長
の
時
代
か

ら
書
札
礼
が
変
化
し
始
め
た
こ
と
な
ど
が

書
か
れ
て
い
る
が
、
注
目
し
た
い
の
は
、

Ａ
Ｂ
Ｃ
で
囲
っ
た
文
字
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

す
べ
て
敬
称
の
「
殿
」
と
い
う
字
で
あ
る
。

Ａ
は
ほ
と
ん
ど
崩
し
て
お
ら
ず
、
Ｂ
は
や
や

崩
れ
て
お
り
、
Ｃ
は
完
全
に
崩
れ
て
い
る
。

言
い
換
え
る
と
、
Ａ
は
丁
寧
、
Ｂ
は
普
通
、

Ｃ
は
殴
り
書
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実

図２　

新
発
見
の
三
代
歌
川
豊
国
筆
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
肉
筆
浮
世
絵
　

桜
ま
つ
り
期
間
限
定
展
示
！

浮
世
絵
展
「
歌
川
派
と
歌
舞
伎
」

小
林
　
優

D

し
ょ
さ
つ
れ
い



描
き
ま
し
た
。
こ
の
髷
の
形
で
も
っ
て
、

群
像
の
中
に
あ
っ
て
も
、
光
氏
の
存
在
を

一
目
で
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
髷
は
三
代
豊
国
が
自
ら
考
案
し
た
も
の

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
上
の
肉
筆
浮
世
絵
に

描
か
れ
た
、
梅
の
前
で
笛
を
吹
く
人
物
の

髷
に
も
、
海
老
茶
筅
髷
の
特
徴
的
な
形
が

確
認
で
き
、
こ
の
作
品
の
主
題
が
足
利
光

氏
で
あ
る
こ
と
を
伺
わ
せ
ま
す
。
ま
た
、

源
氏
絵
が
流
行
す
る
中
、
様
々
な
役
者
の

似
顔
に
よ
る
足
利
光
氏
図
が
描
か
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
本
作
も
同
様
に
役
者
似
顔
に

よ
る
光
氏
図
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、

現
段
階
で
は
こ
の
肉
筆
の
似
顔
と
な
っ
て

い
る
役
者
を
特
定
す
る
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
落
款
か
ら
豊
国
（
三
代
）

を
襲
名
し
た
弘
化
元
年
以
降
の
作
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

桜
ま
つ
り
期
間
中
と
い
う
短
い
展
示
期

間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
幕
末
浮
世
絵
を
支

え
た
三
代
豊
国
の
希
少
な
肉
筆
浮
世
絵
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

足   立   史   談平成２７年３月 第５６５号（４）

絵
師
の
手
作
業
に
よ
る
一
点
物
で
あ
る
が

ゆ
え
に
希
少
性
が
高
く
、
現
存
数
は
浮
世

絵
版
画
に
比
し
て
必
ず
し
も
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。
菱
川
師
宣
の
《
見
返
り
美
人
図
》

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）な
ど
は
、
こ
の
肉

筆
浮
世
絵
の
象
徴
的
な
一
作
と
言
え
ま
す
。

宝
永
～
正
徳
（
一
七
〇
四
～
一
六
）
の
頃

に
は
、
懐
月
堂
安
度
の
率
い
る
懐
月
堂
派

の
よ
う
に
、
肉
筆
浮
世
絵
の
大
量
制
作
に

特
化
し
た
一
派
も
出
現
し
ま
す
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
彫
師
・
摺
師
の
手
を
経
て
絵

師
の
線
描
や
色
彩
が
構
築
さ
れ
る
浮
世
絵

版
画
と
異
な
り
、
絵
師
の
生
き
た
線
描
や

色
彩
感
覚
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

が
、
肉
筆
浮
世
絵
の
特
筆
す
べ
き
点
と
言

え
ま
す
。

　

今
回
、
期
間
限
定
で
展
示
す
る
の
は
、

三
代
歌
川
豊
国
（
国
貞
）
に
よ
る
新
発
見

の
肉
筆
浮
世
絵
で
、
三
代
豊
国
が
挿
絵
を

手
が
け
た
戯
作
者
・
柳
亭
種
彦
の
読
本

『
偐
紫
田
舎
源
氏
（
に
せ
む
ら
さ
き
い
な
か

げ
ん
じ
）』
（
一
八
二
九
～
四
二
年
年
刊
行
）

の
主
人
公
・
足
利
光
氏
を
、
役
者
の
似
顔

で
描
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

■
三
代
歌
川
豊
国
（
国
貞
）
と
源
氏
絵　

三
代
歌
川
豊
国
（
国
貞
、
一
七
八
六
～
一

八
六
四
）
は
、
初
代
歌
川
豊
国
が
作
り
上

げ
た
役
者
絵
の
名
門
と
し
て
の
歌
川
派
の

流
れ
を
引
き
継
ぎ
、
幕
末
に
か
け
て
浮
世

絵
界
の
大
黒
柱
と
し
て
活
躍
し
た
絵
師
で

す
。
十
代
半
ば
で
初
代
豊
国
に
入
門
し
て

国
貞
を
名
乗
り
、
役
者
絵
で
頭
角
を
現
し

て
、
弘
化
元
（
一
八
四
四

）
年
に
二
代
豊

国
（
豊
重
）
を
押
し
の
け
て
豊
国
（
三
代
）

を
襲
名
し
ま
し
た
。

　

役
者
絵
の
み
な
ら
ず
美
人
画
の
ジ
ャ
ン

ル
で
も
主
導
的
な
位
置
を
担
っ
た
三
代
豊

国
で
す
が
、
合
巻
な
ど
草
双
紙
の
挿
絵
に

も
多
く
筆
を
執
り
、
戯
作
者
た
ち
の
物
語

を
彩
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
『
源
氏
物
語
』

を
下
敷
き
に
、
舞
台
を
室
町
時
代
に
設
定

し
、
八
代
将
軍
足
利
義
政
の
子
・
足
利
光

氏
が
、
好
色
を
装
い
な
が
ら
お
家
騒
動
を

解
決
す
る
と
い
う
『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
は
、

そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

各
ペ
ー
ジ
に
大
き
く
描
か
れ
た
三
代
豊
国

の
挿
絵
が
話
題
と
な
っ
て
人
気
を
博
し
ま

し
た
。

　

三
代
豊
国
に
よ
る
『
偐
紫
田
舎
源
氏
』

の
挿
絵
は
こ
の
後
、
一
枚
摺
錦
絵
の
形
で

改
め
て
販
売
さ
れ
て
人
気
を
博
し
、
江
戸

の
浮
世
絵
界
に
「
源
氏
絵
」
と
い
う
新
た

な
分
野
の
創
出
と
、
そ
の
ブ
ー
ム
を
も
た

ら
し
た
の
で
す
。

　

ま
た
、『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
挿
絵
の
影
響

は
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
天
保
九
（
一

八
三
八
）
年
以
降
、
次
々
と
上
演
さ
れ
た

「
内
裡
模
様
源
氏
紫
（
ご
し
ょ
も
よ
う
げ
ん

じ
の
え
ど
ぞ
め
）
」
、
「
源
氏
模
様
娘
雛
形

（
げ
ん
じ
も
よ
う
ふ
り
そ
で
ひ
な
が
た
）
」
と

い
っ
た
『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
を
脚
色
し
た

歌
舞
伎
は
、
三
代
豊
国
の
図
像
を
土
台
と

し
て
足
利
光
氏
な
ど
登
場
人
物
の
容
姿
や

衣
装
、
舞
台
の
セ
ッ
ト
と
い
っ
た
演
出
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
浮
世
絵
師
の
図
像
と
歌

舞
伎
演
出
の
双
方
向
的
な
影
響
関
係
の
一

端
を
も
垣
間
見
せ
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
当
時
の
文
化
社
会
に
大
き

な
影
響
を
も
た
ら
し
た
三
代
豊
国
の
『
偐

紫
田
舎
源
氏
』
図
像
で
す
が
、
そ
の
端
的

な
特
徴
に
主
人
公
・
足
利
光
氏
の
髷
の
形

が
あ
り
ま
す
。

　

三
代
豊
国
は
、
光
氏
の
髷
を
先
端
が
海

老
の
尻
尾
の
よ
う
に
二
つ
に
分
か
れ
た

「
海
老
茶
筅
髷
」と
い
う
独
特
の
形
と
し
て

＜再生紙を使用しています＞

三代歌川豊国（国貞）《足利光氏図》
絹本着色　弘化～元治（1844～ 64）頃）　

博
物
館
の
桜
ま
つ
り
♪

三
月
二
十
八
日（
土
）〜
四
月
六
日（
月
）

　
　☆

期
間
中
は
入
館
料
無
料
。

☆
月
曜
日
も
臨
時
開
館
。

☆
土
日
は
先
着
二
百
名
に
記
念
品
贈
呈
。

☆
博
物
館
前
よ
り
花
め
ぐ
り
バ
ス
運
行
。
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